
【親しき仲にも礼儀あり】そんな諺があります。親子だから、家族だから、夫婦だからと、「他人行儀になることは無い。何でも遠慮なく思っ
たことは言ったほうがいいよ。」と、もし好き放題に、振舞っているとしたら、互いの関係はバラバラになるように思います。揉めたら身内ほど
始末が悪い。「親しい仲」だからこそ触れてはいけないこと、言ってはいけない言葉もあるのだと思います。他人ならば、そのことも意識します
が、親しい仲だけに忘れたり、他人行儀すぎると敬遠されたり、結果、個を尊重するという、心を欠いた行動に先走ったりするのです。 
考えてもみますと、親と子の親子関係さえも、実は冷静に見ると、存在そのものは他人の関係と変わることは無いのです。幾ら「子」の親と

いっても、子の苦しみは、子が背負うしかならず、親が代わることは出来ません。代わりたくても代われない「無力」がそこにあるのです。な
らば、そこにある、その人の苦しみや悲しみは当事者しか背負うことができないという【無力の自覚】こそが、人間関係を互いに調和する礼儀
ではないだろうかと思います。『ガンバレ、ガンバレ』と、当事者の思いを遮断する、励ましを連呼するのではなく、『なんとかしたいけど・・・』
私では代われないと、その痛みを知る事、そこに個を尊重し、可能な限り、寄り添い支えていくという生き方が生まれていくのではないでしょ
うか。一人一人が踏ん張りながら「今」を生きているのです。そこに関わっていく礼儀を忘れてはならないと諺を通じ学んだことでした。 

２/ ２日（金） 節分～豆まき～担当＊鬼さんと仏様と子ども達＊ 

２/ ６日（火） 神埼小学校交流会10時 年長児さんと学校探検に行ってきます！！ 

２/ ９日（金） 2月生まれのお誕生日会 担当＊みんなで楽しむ  

２/１３日（火） 愛情いっぱいクッキー作り 年長児 

２/１９日（月）「ブレーメンの音楽隊」－年長児― 場所＊佐賀文化会館  
 

★園を出発する前に『卒園アルバム写真』を撮影します。 

★人形劇鑑賞後は、お弁当をもって冒険ツアーへ出発です♪（天候次第）。 

２/２４日（土） お楽しみ保育参観  ９時００分～12時まで＊詳細後日＊ 

14時～新入園児説明会（予定）＊午後の土曜保育はありません＊ 

＜いじょうじ＞ 

＊ 節分の話を聞き、楽しく豆まきに参加する。 

＊ 身近な素材を利用し、作る楽しさを知る。 

＊ 年齢に応じた基本的生活習慣を確かなものにする。 

＜みまんじ＞ 

＊ 節分に参加する。 

＊ 年齢に応じた基本的生活習慣を確かなものにする。 

＊ 遊びを通して、表現することの楽しさを知る。（描く・切る・千切る・貼る・塗る） 
 

            

  
           

グリム童話の名作が、マスクプレイミュージカルで登場！飼い主から逃げてきた４ひきの動物たちは音楽隊になるべくブレーメンの街目
指して旅立ちます。森で立ち寄った一軒家はドロボー一家のアジトだった！はたして４ひきの運命は…開場 10時 30分 開演１１時 （当
日券 Ｓ席 2,000円 Ａ席 1,800円 Ｂ席 1400 円） 

あっという間の１年間。宝物のような楽しい思い出がいっぱいです。この時期、子ども達も進級へ向けて、ちょっとソワソワドキドキを隠

せないみたいです。今日はそんな思いを確認しながら、在園児から卒園児へ、卒園児から在園児へ、ありがとうの言葉を届けましょう。 

頼もしく成長した子ども達の「いま」をしっかり応援してあげたいと思います。沢山のご参加をお待ちしております。 

正面に立つ阿弥陀様が、優しいお顔でほほ笑んでお
られます。そう、今日は子ども御正忌報恩講です。
練習した左右左トン、お友達と姿勢を合わせて、献
花献灯献香が進みます。「仏様、いつも有難うござい
ます」みんなの心が丸くなった時間となりました。 

ハッキリとした声で、開式の言葉を宣言したたくま君
といちかちゃん、みんなはその二人からパワーを貰
い、見事に演奏を披露してくれました。審査員の評価
も好評で「完成度が高く、迫力と繊細さと園児達の魅
力溢れる演奏でした」とお褒めの言葉を頂きました。 

新年あけて初めてのお誕生日会では新春ムード華
やかに大勢の誕生日者がみんなの前で、誕生日の喜
びを語りました。司会の方からの質問に自分の想い
を振り返り、にこやかに答えてくれた姿を頼もしく
感じたことです。「大きくなったね！」 

   

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

        

        

 

                    

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

        

       
        
 

 
 

 

 

 

 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

          園では季節の行事に、その土地で少しずつ忘れられてきた郷土料理を

子どもたちへ提供していく努力をしています。ご家庭で食べられないメニューも多く、食べに

くい場面も多々ありますが、その郷土料理へ込められた故郷の願いは『食』を通じ伝えていく

ことが大切です。意味を知ると、五感もさることながら、感動の気持ちも味付けの一つへと変

化していきます。この時期にしか味わえない『食感』を育てていきたいものです。 
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 お母さん、いつも美味しい 

ごはんをありがとう 

少しも寒くないわ～♪ 

ありのままの  
 自分になる
の 


